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定
例
会
の
概
要

平
成
29
年
３
月
定
例
会
は
、
３

月
２
日
～
23
日
ま
で
の
22
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は

◇�

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予

算
な
ど
・
・
・
・
・
・
８
件

◇
平
成
28
年
度
補
正
予
算

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
件

◇
条
例
の
制
定
・
・
・
・
２
件

◇
条
例
の
一
部
改
正
・�

・
10
件

◇
条
例
の
廃
止
・
・
・
・
１
件

◇
工
事
請
負
契
約
の
金
額
変
更

　
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
件

　
ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意

見
書
１
件
可
決
、
人
事
案
件
１

件
の
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

平成 29 年 6月 1日発行　№ 182

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
を
設
置

�

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
、
15
年
ぶ
り
に
２
４
０
億
円

を
超
え
る
大
型
予
算
！

さくらい
市議会だより

平成 29 年 3 月定例会報告

定例会の概要・トピックス・・・６
議案の議決結果・各議員賛否・・ 7
予算特別・常任委員会・・・８～９
代表・一般質問・・・・・10 ～ 11
平成 29 年新役員決定・・・・・12

　平成 32 年度竣工予定の新庁舎建設にあたり、建設に関する事項について調査
検討をするため、議員 16 名をもって構成する特別委員会が設置されました。
　　委員長　　吉田　忠雄
　　副委員長　大園　光昭
　　委員　　　他 14 名
【設置期間】本議会で本件の最終報告を行うまで

新庁舎建設特別委員会を設置

議
員
間
の
自
由
討
議
を
実
施
！

作品名　「三輪山」
撮影者　桜井市　長嶋　毅さん

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果
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議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 2 号
( 予算特別委員会 ) 平成 29 年度桜井市一般会計予算 予算総額　242 億 700 万円

( 前年度比　5.7％増 )
可　決

（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 3 号
( 予算特別委員会 )

平成 29 年度桜井市下水道事業
特別会計予算

予算総額　19 億 3,785 万 7,000 円
( 前年度比　11.9％減 )

可　決
（賛成全員）

議案第 4 号
( 予算特別委員会 )

平成 29 年度桜井市住宅新築資
金等貸付金特別会計予算

予算総額　2,772 万 3,000 円
( 前年度比　12.3％減 )

可　決
（賛成全員）

議案第 5 号
( 予算特別委員会 )

平成 29 年度桜井市国民健康保
険特別会計予算

予算総額　82 億 7,763 万 6,000 円
( 前年度比　1.4％増 )

可　決
（賛成全員）

議案第 6 号
( 予算特別委員会 )

平成 29 年度桜井市駐車場事業
特別会計予算

予算総額　4,522 万 4,000 円
( 前年度比　5.5％減 )

可　決
（賛成全員）

議案第 7 号
( 予算特別委員会 )

平成 29 年度桜井市介護保険特
別会計予算

予算総額　58 億 231 万 3,000 円
( 前年度比　8.1％増 )

可　決
（賛成全員）

議案第 8 号
( 予算特別委員会 )

平成 29 年度桜井市後期高齢者
医療特別会計予算

予算総額　7 億 3,437 万 9,000 円
( 前年度比　4.3％増 )

可　決
（賛成全員）

議案第 9 号
( 予算特別委員会 )

平成 29 年度桜井市水道事業会
計予算

収益的収入　14 億 1,027 万円
( 前年度比　1.5％増 )

可　決
（賛成全員）

議案第 10 号
（総務委員会）

平成 28 年度桜井市一般会計補
正予算（第 3 号）

補正額　5,712 万 7,000 円
社会福祉総務費で国民健康保険特別会計への保
険基盤安定等繰出金など

可　決
（賛成全員）

議案第 14 号
（産業建設委員会）

桜井市ホテル及び旅館の誘致
等に関する条例の制定について

平成 29 年度から市内におけるホテル又は旅館
の新設・増設を支援するため、当該施設を設置
する事業者に対し、奨励金を交付する条例の制定

可　決
（賛成多数）
※賛否は別表

議案第 15 号
（総務委員会）

桜井市消費生活センター条例
の制定について

不当景品類および不当表示防止法等の一部を改
正する等の法律における消費者安全法の一部改
正に伴い、新たに条例を制定するもの

可　決
（賛成全員）

議案第 17 号
（総務委員会）

桜井市職員の特殊勤務手当に
関する条例の一部改正について

国、他の地方公共団体並びに本市の地域性によ
る自然環境の状況を鑑み、当該条例の一部改正
を行う

可　決
（賛成全員）

議案第 21 号
（総務委員会）

桜井市印鑑登録及び証明に関
する条例及び桜井市手数料条
例の一部改正について

住民票等の証明書のコンビニエンスストア交付
実施に伴い、当該条例の一部改正を行う

可　決
（賛成全員）

議案第 22 号
（総務委員会）

桜井市附属機関設置条例の一
部改正について 新たに設置する附属機関について規定を加える 可　決

（賛成全員）

発議案第１号
無料公衆無線 LAN(Wi-Fi) 環
境の整備促進を求める意見書
の提出について

　　　　内閣総理大臣
提出先　総務大臣
　　　　国土交通大臣

可　決
（賛成全員）

同第１号 教育委員会委員の任命につき
同意を求めることについて 大字外山　森本仁代氏 同　意

（賛成全員）

主な議案の議決結果

各議員の賛否（賛成 ･･･ 〇 反対 ･･･ × 棄権 ･･･ △ 欠席 ･･･ －）※議長は表決に加わりません
高
谷
二
三
男
○
○

札
辻　

輝
已
○
○

工
藤　

行
義
○
○

東
　

俊

克
○
○

土
家　

靖
起
○
○

岡
田　

光
司
○
○

吉
田　

忠
雄
×
×

藤
井　

孝
博
○
○

西
　

忠

吉
○
○

我

妻
　

力

議
長

阪

口
　

豊
○
○

工
藤　

将
之
○
○

大

西
　

亘
○
○

井
戸　

良
美
○
○

金
山　

成
樹
○
○

大
園　

光
昭
○
○

議 員

議 案

議案第 2 号
議案第14号

その他の議案については、議会ホームページに掲載していますので、是非ご覧ください。
(http://www.city.sakurai.lg.jp/sosiki/gikaijimukyoku/index.html)

主 な 議 案 の 議 決 結 果　 　 主 な 議 案 の 議 決 結 果
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委
員
会
審
査
の
一
部
を
紹
介

（
平
成
29
年
3
月
15
日
開
催
）

予
算
特
別
委
員
会
（
８
名
で
構
成
）

委
員
長　
　
札　
辻　
輝　
已

副
委
員
長　
藤　
井　
孝　
博

委　
員　
　
大　
園　
光　
昭

　
〃　
　
　
井　
戸　
良　
美

　
〃　
　
　
工　
藤　
将　
之

　
〃　
　
　
我　
妻　
　
力

　
〃　
　
　
岡　
田　
光　
司

　
〃　
　
　
東　
　
　
俊　
克

問�　
桜
井
駅
南
口
駐
車
場
モ
ニ
タ
ー
設
置
の

借
り
上
げ
料
が
新
た
に
計
上
さ
れ
た
が
、

利
用
者
と
そ
こ
で
働
く
人
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
の
か
。

答�　
桜
井
南
口
駐
車
場
の
管
理
を
障
害
者
団

体
に
委
託
し
て
い
た
が
、
平
成
29
年
度
か

ら
は
人
手
不
足
の
た
め
辞
退
し
た
い
と
い

う
届
け
を
受
理
し
て
い
る
。
今
後
、
桜
井

駅
北
口
駐
車
場
と
同
様
に
委
託
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い

て
防
犯
上
の
理
由
か
ら
設
置
し
た
。

問　

�

本
年
度
予
算
に
関
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

や
空
き
家
利
活
用
等
に
多
額
の
地
方
創
生

補
助
金
等
を
活
用
し
て
い
る
が
、
国
民
の

税
金
に
変
わ
り
な
く
地
方
の
責
任
に
お
い

て
無
駄
な
く
経
済
活
動
に
つ
な
げ
る
べ
き

と
考
え
る
。
ま
た
、
桜
井
市
版
の
産
業
連

関
表
を
作
成
す
る
等
、
様
々
な
指
標
を

も
っ
た
上
で
、
経
済
波
及
効
果
を
計
っ
て

い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答�　
補
助
金
、
交
付
金
の
申
請
時
に
は
内
部

で
精
査
し
、
国
や
県
に
事
業
の
内
容
を
点

検
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
効
果

測
定
に
つ
い
て
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
等
の
指
標
を
用

い
、
有
効
性
の
判
断
も
行
っ
て
い
る
。
1

円
た
り
と
も
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
事
業

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
桜
井
市
版
の
産
業

連
関
表
に
つ
い
て
は
、
今
後
作
成
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
た
い
。

※�

Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は
…
目
標
の
達
成
度
を
評
価
す

る
た
め
の
重
要
業
績
評
価
指
数
の
こ
と

平
成
28
年
度
桜
井
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）（
抜
粋
）

問�　
児
童
保
護
運
営
費
で
保
育
所
運
営
費
負

担
金
、
市
外
保
育
所
運
営
費
負
担
金
及
び

児
童
手
当
が
５
、５
０
０
万
円
減
額
補
正

さ
れ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

答�　
保
育
所
運
営
費
を
減
額
補
正
し
た
大
き

な
要
因
は
、
私
立
保
育
園
の
保
育
士
の
処

遇
改
善
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。

問�　
児
童
福
祉
施
設
費
で
臨
時
職
員
賃
金
等

が
１
、１
０
０
万
円
減
額
補
正
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
保
育
士
を
募
集
し
た
が
集
ま

ら
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
影
響
は
ど

う
で
あ
っ
た
の
か
。

答�　
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
低
下
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
保
育
士
の
確
保
に
努

め
た
い
。

桜
井
市
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

及
び
桜
井
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
抜
粋
）

問�　
７
月
か
ら
住
民
票
等
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

が
、
利
用
す
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
ど

う
な
る
の
か
。
ま
た
、
普
及
促
進
を
目
的

と
し
た
手
数
料
の
50
円
減
額
は
実
施
さ
れ

る
の
か
。

答�　
住
民
票
等
コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る
交
付
に

つ
い
て
は
、
市
内
13
店
舗
の
コ
ン
ビ
ニ
を

は
じ
め
、
全
国
の
大
手
と
い
わ
れ
る
コ
ン

ビ
ニ
で
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
を
置
く
店
舗
で

利
用
で
き
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は

個
人
番
号
等
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
も
あ

り
、
店
員
の
サ
ポ
ー
ト
に
は
限
り
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
役
所
の
１
階
に
お
い
て

職
員
が
操
作
説
明
等
の
対
応
を
し
た
い
。

ま
た
、
交
付
時
の
手
数
料
50
円
引
き
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
普
及
の
た
め
に
も
当
面
実

施
し
た
い
。

平
成
29
年
度
予
算
を
審
査

　
　
予
算
特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

 　
　
　
（
付
託
案
件
５
件
）（
抜
粋
）

　 　 常 任 委 員 会 の 審 査 か ら 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 予 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会　 　 予 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会
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桜
井
市
ホ
テ
ル
及
び
旅
館
の
誘
致
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
抜
粋
）

問�　
条
例
制
定
に
至
っ
た
経
緯
は
ど
う
か
。

ま
た
、
条
例
制
定
は
、
ホ
テ
ル
誘
致
の
必

要
性
が
あ
っ
て
の
こ
と
か
。
ま
た
は
ホ
テ

ル
側
か
ら
進
出
す
る
意
向
を
受
け
て
の
こ

と
か
。

答�　
全
国
的
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
４
、０
０
０
万

人
達
成
に
向
け
た
動
き
の
中
で
、
観
光
客

が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
テ
ル
空
白

地
帯
で
あ
る
奈
良
県
内
は
他
市
で
は
ホ
テ

ル
進
出
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
功
例

を
参
考
に
、
本
市
に
お
い
て
も
誘
致
条
例

を
制
定
し
、
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

問�　
ホ
テ
ル
が
新
設
さ
れ
た
場
合
、
初
年
度

以
降
の
直
接
効
果
を
13
億
円
と
試
算
し
て

い
る
が
、
根
拠
は
何
か
。

答�　
ホ
テ
ル
開
業
に
よ
る
効
果
、
宿
泊
客
と

ホ
テ
ル
従
業
員
の
消
費
に
か
か
る
効
果
を

見
込
ん
で
い
る
。
13
億
円
す
べ
て
が
市
内

で
消
費
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
で
き

る
だ
け
市
内
で
消
費
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
飲
食
店
や
土
産
物
の
開
発
に
努
め
た
い
。

問�　
ホ
テ
ル
誘
致
の
際
、
北
口
駐
車
場
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
料
金
を
も
ら
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
今
後
検
討
を
重
ね
た
い
。

問�　

既
存
ホ
テ
ル
や
旅
館
に
対
す
る
説
明

は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答�　
既
存
の
ホ
テ
ル
等
に
対
し
て
は
、
事
前

説
明
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
増
設
等
で
支

援
で
き
る
内
容
と
し
て
い
る
。

　

　
平
成
26
年
４
月
施
行
の
「
桜
井
市

議
会
基
本
条
例
」
第
９
条
に
定
め
た

自
由
討
議
が
条
例
制
定
後
初
め
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
由
討
議
は
、
本
定
例
会
に
提
出

さ
れ
、
産
業
建
設
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
議
案
第
14
号
桜
井
市
ホ
テ
ル
お

よ
び
旅
館
の
誘
致
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

自
由
討
議
と
は

　
市
政
全
般
や
個
々
の
政
策
に
対
し

議
員
が
賛
成
、
反
対
の
意
思
表
明
を

す
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
議
員
間
の

討
議
を
活
発
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、

争
点
を
明
ら
か
に
し
、
意
見
の
相
違

や
共
通
点
を
確
認
し
、
よ
り
よ
い
結

論
を
見
出
す
こ
と
。

自
由
討
議
の
概
要

　
市
内
に
お
け
る
ホ
テ
ル
ま
た
は
旅

館
の
新
設
・
増
設
を
支
援
す
る
た
め
、

ホ
テ
ル
等
立
地
奨
励
金
と
し
て
「
固

定
資
産
税
お
よ
び
都
市
計
画
税
」
が

10
年
間
、
全
額
「
雇
用
奨
励
金
」
と

し
て
、
１
年
以
上
継
続
し
て
雇
用
し

た
常
用
雇
用
者
の
人
数
（
１
人
に
つ

き
１
度
）に
10
万
円
を
乗
じ
た
額「
上

水
道
奨
励
金
」
と
し
て
、
上
水
道
料

金
の
半
額
（
上
限
は
２
５
０
万
円
）

に
相
当
す
る
額
を
５
年
間
交
付
す
る

も
の

自
由
討
議
の
論
点

・�

上
水
道
奨
励
金
に
つ
い
て
、
近
い

将
来
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
見
込
ま

れ
る
中
で
、
上
限
２
５
０
万
円
ま
で

奨
励
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て

市
民
に
説
明
が
で
き
る
の
か
。
水
道

の
原
価
は
確
保
す
べ
き
で
な
い
か
。

・�

５
年
間
は
原
価
を
下
回
る
こ
と
に

な
る
が
、
水
道
事
業
と
し
て
、
設
備

投
資
等
、
新
た
な
負
担
も
無
い
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
後
は
大
口
の
需
要
と

考
え
ら
れ
る
。繰
り
入
れ
に
つ
い
て
、

将
来
的
に
水
道
事
業
会
計
の
決
算
を

考
慮
し
て
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
理
解

す
る
。
自
由

討
論
の
後
、

委
員
会
と
し

て
全
員
賛
成

で
可
決
す
べ

き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会
で
議
員
間
の
自
由
討
議
を
実
施
！

産
業
建
設
委
員
会

 　
　
　
（
付
託
案
件
１
件
）

　 　 常 任 委 員 会 の 審 査 か ら 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 予 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会　 　 予 算 特 別 委 員 会 ・ 常 任 委 員 会
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　 　 一 般 質 問 、 お 知 ら せ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 表 ・ 一 般 質 問

広報わかざくら　平成29年6月号

土家　靖起 議員

環境事業業務の外部化と清掃作
業員の採用について

問 環境事業業務の外部化は、平成９年の行政
改革大綱以来、長年の懸案事項である。平

成 26年の行財政改革大綱では「民間の役割を明
確にして、民間でできるものは民間に委ね」と言
われている。しかし、昨年 1名、今年は５名の採
用が行われたが、市長の考えを訊きたい。

答 環境事業業務の外部化の方針として、一般
ごみ収集車 10 台のうち、平成 30 年度に

２台、平成 35年度に３台、合計５台を外部化する。
環境部の作業員配置状況は、正規職員の採用抑制
により、臨時職員の割合が年々増加している。今
年度に生じる欠員３名の補充と高齢化に伴う需要
の急増により、ふれあい収集に対応するため 2名、
計５名を採用し、平成 30年度からの外部委託に
繋げる。
【その他の質問項目】●地域の活性化について

大園　光昭 議員

水道事業の現状、将来について

問 全国の自治体で老朽化が進み、管路の更新　　　  
が問題視されている水道施設の水質安全対

策、耐震化対策として 355億円が計上されている。
そこで、昭和 30年２月に創設された上下水道事
業の水道施設の現状と、今後の方針について確認
をしたい。

答 現状、昭和 40 年代後半から昭和 60 年代
にかけての整備した施設、管路について、

次々と耐用年数を迎えており、中長期の視点に立っ
た事業や経営の計画を策定している。相反して、
人口減少による料金収入の減少が見込まれますが、
計画の基礎となる水道台帳を基に、固定資産台帳
を整備し、管種、口径などの情報を網羅、整備を
進めていきたい。

【その他の質問項目】
●地域福祉計画策定について

　金山　成樹 議員

観光誘客と定住促進について

問 本市は「観光」に力を入れる方針であるが、
そもそも観光客向けの収益施設が桜井市内

にあるのか。観光よりも私はいま定住促進に力を
入れるべきタイミングであると考える。市内から
市外へ通勤される方などの隠れた要望にも耳を澄
ませ、いち早く本市は察し、その要望に応えてほ
しい。また、桜井風土記のような桜井市の歴史・
文化を分かりやすく編纂した本を作ってはどうか。

答「おもてなし仕組みづくり協議会」は 113
の団体・事業者が加入されており、その宿

泊施設やお土産店・飲食店が収益施設にあたると
考えている。定住促進については説明会や移住体
験ツアーを行っている。隠れた要望に応えていく
ことが観光誘客・定住促進にも繋がると考えるの
で提言をしっかり胸に受け止め、職員共々頑張っ
ていきたい。
【その他の質問項目】●鳥獣被害対策について

東　俊克  議員

平成 29 年度予算案について

問 平成29年度予算案について、一般会計が
対前年度比 5.7％増の 242 億 700 万円と

15 年ぶりに 240 億を超える規模となっている。
その内容と予算を編成するにあたって市長の基本
的な考え方について訊ねる。

答 主な要因として、新学校給食センターの建
て替えにかかる所要額が大きく影響してい

る。また、長年の懸案であった旧ごみ処理施設の
解体や県とのまちづくり連携協定に基づく各地区
での取り組みに係る予算です。政策実現のために
は限りある経営資源を有効に活用し、国の地方創
生交付金や県の補助金を活用しながら、賑わいの
あるまちづくりを進めたい。

【その他の質問項目】
●指定管理者制度について
●環境事業業務の外部化について

�

代表質問「公明党」 代表質問「新政クラブ桜井」

一般質問一般質問
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　 　 一 般 質 問 、 お 知 ら せ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 表 ・ 一 般 質 問

岡田　光司 議員

次期学習指導要領に向けた取組み
について

問 平成32年度から実施される学習指導要領
に対する本市の取組みはどうか。英語の小

学校の教員に対する人材育成はどうするのか。外
国語活動が３・４年生に引き上げられるが、現１
年生は平成 32年度に英語を教科として迎えるが
どうか。プログラミング学習が入ってくるが、本
市では１人１台対応になっていない。どうするの
か。平成 32年度までには設置できるのか。

答 指導要領は子どもたちに情報化やグローバ
ル化、未来のつくり手となる為に必要な資

質、能力を育成する。英語教育では、教員の資質
の向上と講師を招き研修会を実施、ALT 配置時間
数の拡大を行う。平成 30年度の３年生から外国
語活動を先行導入、平成 32年度の教科化に移行
する。今後パソコンを順次整備し、１人１台を目
指していきたい。
【その他の質問項目】●まち・ひと・しごと創生総
合戦略におけるまちづくりについて

吉田　忠雄 議員

学校給食費の無償化について

問 公立小学校や中学校の、給食費の保護者負
担を軽減する市町村が増えてきている。学

校給食の無償化は、「子どもが留まる」という市長
の公約でもあるように、子育て世代の定住促進策
として、有効なものであると考えるが、市長に訊
ねたい。

答 本市において、まち・ひと・しごと創生総
合戦略の中で、子育て世代に選ばれるまち

づくりや定住促進対策について、重要な課題とし
て位置づけている。給食費の無償化について、１
つの施策として有効性はあると考えるが、これを
行うためには本市の場合、児童数から考えると、
大きな財政負担となることから、創生総合戦略に
は施策として取り入れていないのが現状である。
【その他の質問項目】●介護保険制度について
●エルト桜井リニューアル事業について

工藤　将之 議員

発達障がいについて

問 発達障がい者の支援は、その年齢などによ
り、けんこう増進課・幼稚園または保育所・

小中学校と主に支援を行う担当が変わっていくが、
知り得た情報は上手く引き継がれているのか。ま
た、横断的に発達障がいに対応する組織が必要で
はないのか。

答 引継ぎに関しては親子ふれあいまとめシー
トを使い行っている。組織に関しては平成

26 年度より、児童発達支援体制を考える会を立
ち上げて横断的な対応を検討しているが、平成 27
年は活動がなかった。今年より再開し、増加の傾
向にある支援要請に応えられる仕組みづくりを行
いたい。

【その他の質問項目】
●外国人観光客誘致について

�

一般質問 一般質問

一般質問

議員の寄付行為の禁止
　選挙の有無に関わらず、議員が選挙区内
の個人や団体等に寄付を行うことは、名義
のいかんを問わず、特定の場合を除いて一
切禁止されています。
　有権者が求めること
も禁止されています。
ご理解の程、よろしく
お願いします。

選挙区内における香典を
自粛いたします
　市議会では、平成 28 年４月１日より、
選挙区内の香典を自粛することを申し合わ
せました。
　ご理解の程、よろしくお願いします。

お知らせ
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〃　
　
　
工　
藤　
行　
義

〃　
　
　
高　
谷　
二
三
男

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長　
　
岡　
田　
光　
司

副
委
員
長　
　
西　
　
　

 

忠　
吉

委　
　
員　
　
井　
戸　
良　
美

〃　
　
　
大　
西　
　
　
亘

〃　
　
　
阪　
口　
　
　
豊

〃　
　
　
吉　
田　
忠　
雄

〃　
　
　
東　
　
　
俊　
克

〃　
　
　
工　
藤　
行　
義

役

員

紹

介

常
任
委
員
会

総
務
委
員
会

委
員
長　
　
工　
藤　
行　
義

副
委
員
長　
　
金　
山　
成　
樹

委　
　
員　
　
井　
戸　
良　
美

〃　
　
　
大　
西　
　
　
亘

〃　
　
　
我　
妻　
　
　
力

〃　
　
　
西　
　
　
忠　
吉

〃　
　
　
藤　
井　
孝　
博

〃　
　
　
岡　
田　
光　
司

〃　
　
　
東　
　
　
俊　
克

〃　
　
　
札　
辻　
輝　
已

〃　
　
　
高　
谷　
二
三
男

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　
　
大　
西　
　
　
亘

副
委
員
長　
　
吉　
田　
忠　
雄

委　
　
員　
　
大　
園　
光　
昭

〃　
　
　
金　
山　
成　
樹

〃　
　
　
工　
藤　
将　
之

〃　
　
　
阪　
口　
　
　
豊

〃　
　
　
我　
妻　
　
　
力

〃　
　
　
藤　
井　
孝　
博

〃　
　
　
岡　
田　
光　
司

〃　
　
　
土
家
靖
起

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　
　
井　
戸　
良　
美

副
委
員
長　
　
阪　
口　
　
　
豊

委　
　
員　
　
大
園　
光
昭

〃　
　
　
工　
藤　
将　
之

〃　
　
　
西　
　
　

 

忠　
吉

〃　
　
　
吉　
田　
忠　
雄

〃　
　
　
土
家
靖
起

〃　
　
　
東　
　
　
俊　
克

　
平
成
29
年　
新
役
員
選
出

　
平
成
29
年
第
２
回
臨
時
議
会
が
５
月
８
日
に
開
か
れ
、
平
成
29

年
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議

長　
　
札　
辻　
輝　
已

副

議

長　
　
工　
藤　
将　
之

監
査
委
員　
　
大　
園　
光　
昭

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

　
こ
の
度
、
私
た
ち
は
、
さ
る
５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
29
年
第
２
回
臨
時
会
に

お
い
て
議
員
皆
様
の
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
あ

ら
た
め
て
そ
の
使
命
の
大
き
さ
と
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
国
の
地
方
創
生
等
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
て

お
り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
県
と
の
包
括
協
定
に
基
づ

く
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
を
は
じ
め
新
庁
舎
の
建
設
、
な
ら
び
に
、
少
子
高
齢
化
や
環
境
問
題
、

防
災
対
策
等
、
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
様
化
し
た
課
題
や
将
来

の
桜
井
市
が
進
む
べ
く
方
向
性
を
見
据
え
つ
つ
、
課
題
の
解
決
に
向
け
誠
心
誠
意
取
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
市
民
の
代
表
と
し
て
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
十

分
に
認
識
し
、
そ
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目
指
し
、
議
会

改
革
を
更
に
推
し
進
め
、
全
議
員
が
一
丸
と
な
り
、
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　
金
山　
成
樹

副
委
員
長　
　
吉
田　
忠
雄

委　
　
員　
　
大
園　
光
昭

〃　
　
　
大
西　
　

亘

〃　
　
　
工　
藤　
将　
之

〃　
　
　
阪
口　
　

豊

　

議
会
だ
よ
り
は
、
桜
井
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.sakurai.lg.jp/

sosiki/gikaijim
ukyoku/

index.htm
l

）
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 平 成 2 9 年 新 役 員 決 定


